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〔編集後記〕
本号から千葉医学会雑誌 45巻のシリーズが始まる。
昨秋の総会で編集・集会幹事に選任されたとき，従来の
本誌に対する会員各位からの，種々のご不満やご苦情を
うかがった。面白くない，役に立たない，長い学位論文
ばかり多くて親しみが持てない，投稿料が安くならない
か，等々であった。松本，井出両幹事および編集幹事を
なさった先輩の方々にお聞きしてみて，従来は実質上 l
人の編集幹事が l年の任期で編集に当っていたため，良
い ideaや熱意があっても仲々生かし切れず，編集に馴
れた頃には交替してしまう，といったことが本誌の体質
改善がはかどらなかった一つの大きな理由であるように
思えた。
そこで幹事会におはかりして，暫定ながら任期 2，. 4
年の編集委員会を発足させていただいた。編集委員会は
医学部教官の中から，内科系，外科系，生理系，病理系
各 3名，社会医学系 2名の計 14名で構成することとし，
個々にお願いしてご快諾を得た。今号より表紙に名前を
記載した方々がそれである。
編集委員会がまず取り組んだ仕事は，本誌の内容と体
裁を改め，規定を作り直すことであった。内容は本誌の
巻頭で鈴木五郎先生が書かれているように“権威と親し
み"のあるものにしなくてはならない。そこで巻頭，総
説，講座，展望など依頼原稿をできるだけふやす。原著
はドイツ式の長大な論文をやめて，簡潔にまとめたもの
を載せる。できれば l巻中の何号かは特集号とする。こ
れらの外，好適な症例のあり次第“紙上 CPC"とする。
また極めて hotな“新らしいくすり"の紹介をお願い
する。さらには読みもの的なものとして研究余話，診療
余話等も連載する。もちろん千葉医学会総会，例会等の
記事や，大学院発表会の記事ものせて参考としていただ
く。等々の企画をとりまとめて年間刊行計画をっくり 
44巻5号に発表した。
体裁は最近の内外定期刊行物を参考として，新らしい
スタイルをとり入れ，たとえば表題の次に“まとめ"を
置き，一読してその論文の内容が類推できるようにし
た。これらのことに伴ない従来の投稿規定を大巾に改め
る必要が生じ，編集委員会の数度の熱心な討議によって， 
44巻 6号の見聞き頁にのせたような新らしい投稿規定
がで、き上った。なお執筆者のための細かい指針として「
投稿の子百[Jも作成し，医学会事務局に申し込まれれば
おわかちできるよう用意した。
さてこのようにして依頼原稿が多くなると，必然の結
果として経済的な問題が浮び上ってくる。従来のように
投稿料のみに頼っていたのでは，なんら積極的な改善も
行なえない。この点では久保総務，会計幹事の努力と編
集委員の助言とによって，ゐのはな奨学金や千葉県医師
会からの好意あるご協力を仰ぐことができた。また広告
のページも追々増してゆく予定である。
ところで本号の発刊が予定よりかなり遅れているが，
これは印刷所のストや学内紛争のあおりをうけたため
で，なにとぞご寛恕願いたい。また内容・体裁にしても
前述の企画どおりにはなっていないこともお詫びしなく
てはならないが，これは新らしい投稿規定が出来る以前
に投稿された原稿があったためで，次号からほぼ完全に
新らしいスタイルになる筈である。是非ともご比較願い
たし、。
本号は「講座特集」としたが，これは第 1回千葉臨床
外科医学会の講師の方々に，講演内容を執筆していただ
いたものである。三輪名誉教授の総説は最終講義のエッ
センスである。また麻生・村山両委員の“新らしいくす
りヘ木村委員の“研究余話"は新らしい企画の一つであ
り，これにも是非目を通していただきたい。なお集会関
係は主として桑田委員にお願いしたが，その結果巻末に
今秋の総会プログラムおよびその抄録を附すことができ
た。今からご検討の上，総会の討論を活発にしていただ
きたい。
ともあれ 45巻のシリーズは“試み"のシリーズであ
る。編集委員一年生たちが毎月 2回の定例会合を重ねつ
つ，本誌を何とかして“権威と親しみ"の持てるものに
しようとする努力の道程である。各号をご覧の上，前向
きのご意見とご陥正をお寄せ下さることを，心からお願
い申し上げる次第である。
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